
/   

 

 

議  事  録 
 

業務件名 須崎市公共下水道施設等運営事業 

日  時 令和 7 年 3 月 24 日（月） 自 13：30 ～ 至 15：00 

出 

席 

者 

須崎市上下水道課 3 名 

須崎市環境未来課 4 名 

（株）クリンパートナーズ須崎（以下 CPS） 5 名 

 

打合せ場所 須崎市役所 記録作成者 CPS 

資
料 

・令和 6 年 2 月度すさき家パートナー会議資料（CPS） 

 

打合せ事項、対策・合意事項等 

令和 6 年 2 月度すさき家パートナー会議 
 
1.出席者を確認した。 
 
2.今月のセルフモニタリングのチェック項番について 
・セルフモニタリング会議で確認したチェックリスト項番を確認した。 
 
3.経営に関する業務 
・2 月度の財務状況を確認した。 
・法令順守、情報公開に関して、特に問題が無いことを確認した。 
 
4.汚水管渠 
・当月は、日降水量 100mm 以上の降雨は発生しなかったため、大雨後の巡視は行わなかったことを 

確認した。 
・12 人孔の巡視・点検を行った。経年劣化が見られる箇所が数か所あり、今後も引き続き点検、巡 

視を行っていくことを確認した。 
・道路異状箇所を報告した。51(S374)付近駐車場に亀裂及び 161(S319)付近のフェンス支柱に亀裂が 
 生じていたことを確認した。市で現地を確認する。 
・修繕推奨項目リストは前月から変更がないことを確認した。 
 
5.雨水管渠 
・当月は圧力マンホール 9 人孔の巡視、点検を行ったことを確認した。 
・数か所に経年劣化が見られたことから、今後も引き続き点検、巡視を行っていくことを確認した。 
・修繕推奨項目リストは前月から変更がないことを確認した。        （次項へ続く）              
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打合せ事項、対策・合意事項等 

6.終末処理場 
・5 日、三誠産業により自動火災報知設備法定点検（2 回目）が実施された。今回の点検で処理棟 
 地下 2 箇所の誘導灯がバッテリー低下の不良判定を受け、機器の老朽化も踏まえて器具の取替 

が望ましいとの指摘を受けた。基本的に外部の立入区域ではないが、消防法や安全上の観点から 
早期の取替えを計画中であることを確認した。 

 
7.クリーンセンター横浪 
・埋立処分場の未収集ごみの分別作業を実施中であることを確認した。 
・リサイクルプラザの破砕機ラインの基幹改良工事中であることを確認した。 
・6 日、ペットボトル減容機の「ホッパーゲート閉端不良」に対してリレーを全て交換し、経過を 
 観察したが同じ異常が発生したため、カナデビアに依頼し原因を調査したことを確認した。 
・12 日及び 13 日に外部からの覆土を受け入れたことを確認した。 
・13 日、ペットボトル減容機のホッパーゲート閉側の電磁弁（スロットルチェックモジュラー弁） 

の速度ダイヤル値を 3.6 から 5.6 へ変更したことを確認した。 
・18 日、ペットボトル減容機の制御盤内シーケンサーの動作確認をカナデビアが実施していること 

を確認した。 
 
8.漁業集落排水処理施設 
・5 施設の対象施設のうち戸島を除く 4 地区は 2 月 8 日及び 22 日、戸島地区は 22 日に保守点検 
 を実施したことを確認した。 
・昨年 3 月点検時に、中ノ島地区の調整ポンプ槽№2 ポンプの絶縁抵抗値が一時的に低下した。 

また 10 月点検時にも再度低下したことから継続で状況を注視していることを確認した。（0.2MΩ 
を下回れば運転停止の可能性あり。） 

・池ノ浦地区の原水ポンプ槽№2 ポンプが経年劣化により故障したため、26 日に交換を行ったこと 
を確認した。併せて№1 ポンプも同時期に設置しており、経年劣化による故障の可能性が高いため 

 交換したことを確認した。 
 
9.雨水ポンプ場 
・1 月は保守点検の結果、特に問題は生じていないことを確認した。 
 
10. その他連絡事項 
・次回すさき家パートナー会議の日程案を確認した。 
・これまで、各課と CPS との間で随時行っていた打合せ、協議については、日程の調整等の手間を 
 省くため、パートナー会議後に部会として実施することを提案、方針を確認した。 
 
 
 
 
 

 以上 
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1 出席者 

団体 所属 出席者 

須崎市 
上下水道課 3 名 

環境未来課 4 名 

（株）クリンパートナーズ須崎 
（ＣＰＳ） 

企画管理部 
調査計画部 

2 名 

施設管理部 3 名 

 
 
2 開催場所、日時 

 
場所：須崎市役所 会議室 

 
日時：令和 7 年 3 月 24 日（月）13 時半～ 
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3 セルフモニタリングについて 

今月のＣＰＳによるセルフモニタリングは、主に以下の内容について行った。（2 月度の確認

チェックリストは末尾に添付）また 3 月 14 日に行ったセルフモニタリングの主な確認内容を

表 3.1 に記載した。 
 

 
表 3.1 セルフモニタリング確認表（令和 7 年 2 月度） 

種別 項目 2 月度確認チェックリスト項番 

経 営 

第三者への委託 1-3、1-5 

財務状況 1-6、1-7、1-8 

内部統制 1-11、1-13、1-14 

情報公開 1-16 

技術管理 1-17 

維持管理 

リスク管理 2-3、2-4 

汚水管渠 2-13 

終末処理場 2-15、2-27、2-39、2-40、2-45、2-46、2-47、2-48 

漁集処理場 漁-1、漁-2、漁-3、漁-4、漁-5、漁-6、漁-10 

クリーンセンター横浪 CC-4、CC-5、CC-6、CC-7、CC-9 

雨水ポンプ場 雨 P-1、雨 P-2、雨 P-6、雨 P-7、雨 P-11、雨 P-13 

雨水管渠 雨管-4、雨管-5、雨管-8、雨管-10 
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4 経営のモニタリング結果（令和 7 年 2 月度） 

4.1 財務管理 

1) 収支結果（令和 7 年 2 月度） 

・2 月度の単月収支実績を示した。 
 

 
4.2 内部統制 

1) ＣＰＳの感染症対策 

ＣＰＳが行っている主な感染症対策は以下の通りである。 
・維持管理を担う社員の居室を 1Ｆと 2Ｆに分けて、感染リスクを分散する。 
・ミーティング時には社員間の距離を確保する。 
・居室入り口に消毒液を設置し、小まめに使用できるようにする。 
・定期的に室内に外気を取り入れるなど十分な換気を行う。 
・終末処理場のエントランスに検温器を設置し、入場者に検温をしてもらう。 

 
2) 法令順守 

・現段階において法令に違反するような事項は確認されていない。（特に就業表にて労基法

違反等がないかを確認。） 
 

4.3 情報公開 

・ＣＰＳホームページに、過去の定例会の概要（議事録）、施設の維持管理状況（放流水質

等）を掲載している。 
 

4.4 その他 
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5 維持管理のモニタリング結果（令和 7 年 2 月度） 

以下に、令和 7 年 2 月度における維持管理状況のモニタリング結果を示した。 
確認はチェックリストにより行い、確認資料の抜粋編を以下に記載した。 
※点検管理内容の詳細は、別添の各施設管理月報、日報資料参照。 

 
5.1 汚水管渠 

汚水管渠の維持管理として、過年度に実施された汚水管渠劣化調査結果やストックマネジメ

ント計画を基に、重要路線及びその他路線上の緊急度Ⅱと判定された汚水管渠前後の人孔及び

管口部を優先的に、点検調査を行う。 
 

表 5.1  点検・調査集計表 
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参考：ストックマネジメント計画 

図 5.1  緊急度分布図（汚水） 
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1) 大雨時の巡視 

降雨後の巡視は、日降水量 100mm 以上を目安に実施しており、2 月は 1 日（土）連続雨

量 19.5mm の記録が最大であったため、大雨後の巡視を実施しなかった。 
 

2) 管渠の巡視・点検 

汚水管渠の維持管理として、過年度に実施された汚水管渠劣化調査結果やストックマネジ

メント計画を基に、重要路線及びその他路線上の緊急度Ⅱと判定された汚水管渠前後の人孔

及び管口部を優先的に点検調査を行うことを基本方針とする。なお当月調査は、前年度未調

査箇所を考慮し、緊急度Ⅱ周辺を対象に行った。 
当月度の実施数量は、表 5.2 のとおりである。 
 

表 5.2  巡視・点検実施数量 

 
 

  

人孔 下流管渠 下流管渠 マンホール マンホール蓋

レコードID レコードID 延長(m) （箇所） （箇所）

213 209 S371 その他路線・緊急度Ⅱ VU200 31.30 1 1

214 210 S372 その他路線・緊急度Ⅱ VU200 17.50 1 1

51 171 S374 その他路線・緊急度Ⅱ VU200 16.10 1 1
167 211 S373 その他路線・緊急度Ⅱ VU200 8.75 1 1

152 145 S352 その他路線・緊急度Ⅱ VU200 30.80 1 1

153 146 S353 その他路線・緊急度Ⅱ VU200 33.90 1 1

154 147 S321 その他路線・緊急度Ⅱ VU200 33.70 1 1

161 155 S319 その他路線・緊急度Ⅱ VU200 21.20 1 1
164 159 S333 その他路線・緊急度Ⅱ VU200 36.00 1 1

163 158 S332 その他路線・緊急度Ⅱ VU200 27.80 1 1

166 162 S335 その他路線・緊急度Ⅱ VU200 31.50 1 1

165 161 S334 その他路線・緊急度Ⅱ VU200 28.90 1 1
317.45 12 12

実施日 人孔番号 分類 管種・管径

計

2025/2/10
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表 5.3 マンホール点検及び調査における判定基準 

 

 
図 5.2  全体位置図 

 

今回巡視・点検箇所 
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参考：国土地理院 電子国土 web 

図 5.3  対象路線位置図 
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〇巡視・点検結果 
異状個所の写真を以下に示す。 

  当月の巡視、点検は、軽微な異常箇所のみであったため、写真添付を省略する。 
 

3) 道路異状箇所 

  巡視、点検の際、下記の箇所について道路異状を確認した。 
 

 
参考：国土地理院 電子国土 web 

図 5.4 道路異状対象箇所図 
 

 
 

51(S374)付近_写真① 51(S374)付近_写真② 
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161(S319)付近_写真③ 161(S319)付近_写真④ 
 
〇巡視点検結果による考察 

経年劣化による覆蓋の発錆や、躯体の軽微な以上が確認された。引続き巡視、点検を行って

いく。 
上記点検結果を踏まえ、異状箇所の一覧を表 5.4 に示す。 

 
表 5.4  人孔異状項目リスト 

 
 
 

  

委託業務の名称

地域
ﾏﾝﾎｰﾙ
RECID

下流管渠
RECID

C - 路面状況 ひび割れ有り
C - ふたの錆 少量発錆
C - 214 210 路面状況 ひび割れ有り
C - 167 211 ふたの錆 少量発錆
C - 路面状況 ひび割れ有り
C - ふたの錆 少量発錆
C - 路面状況 ひび割れ有り
C - ふたの錆 少量発錆
C - 直壁  浸入水 にじんでいる
C - 路面状況 ひび割れ有り
C - ふたの錆 少量発錆
C - 路面状況 ひび割れ有り
C - ふたの錆 少量発錆
C - 路面状況 ひび割れ有り
C - ふたの錆 少量発錆
C - 直壁  クラック 軽微なクラック

C - 路面状況 ひび割れ有り
B - ふたの錆 多量発錆
C - 路面状況 ひび割れ有り
C - ふたの錆 少量発錆
C - 路面状況 ひび割れ有り
C - ふたの錆 少量発錆

備　　考

令和6年度　須崎市公共下水道管渠運営業務　人孔異状項目

巡視・
点検日

異状箇所
異状の
程度

項　　目 状　　態 完了日

備　　考

異状の程度の判定基準

　　Ｓ ： 不具合を生じている、または生じる可能性が高く、早急に実施を要求するもの

　　Ａ ： 不具合の可能性があり、流下能力やマンホール機能に対する影響が大きく１年以内を目処に実施を要求するもの

　　Ｂ ： 流下能力やマンホール機能に対する影響があり、今後２～３年以内に実施を要求するもの

　　Ｃ ： 直ちに流下能力やマンホール機能に影響する可能性が低く、５年程度内に実施を要求するもの

2025/2/10

51 171

166 162

165 161

164 159

163 158

161 160

154 147

153 146

152 145
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4) 修繕・改築計画 

過年度に実施された汚水管渠劣化調査結果やストックマネジメント計画での修繕・改築を

推奨する施設は、管渠 4 箇所、人孔 3 箇所、人孔蓋 3 箇所である。 
 

表 5.5 令和 6 年度修繕推奨項目リスト 

 

 
表 5.6 過年度の修繕履歴一覧（汚水管渠） 

 
 
 
 

  

委託業務の名称 2025年3月14日改定 1/1

提案月
異状
程度

状　　態 完了日 備　　考

2017/12 Ａ 管渠 5-0-1a S10～S9 VU300 56.0m 浸入水a 噴出している 止水：部分更生orスナップロック工法

2017/12 Ａ 管渠 5-0-10 S30～S29 FRPM200 40.5m 浸入水a 噴出している 取付管止水：取付管接合部更生工法

2017/12 Ａ 管渠 5-6-1a S125～S124 VU200 18.0m 浸入水a 噴出している 取付管止水：部分布設替え工法

2017/12 Ａ 管渠 5-10-1 S175～S174 VU200 26.0m 破損a 軸方向クラック 部分布設替え工法
2017/12 Ａ 人孔 S188 1号マンホール 浸入水a 噴出している 管口部止水：接着補強型止水工法

2017/12 Ａ 人孔 S371 1号マンホール 浸入水a 噴出している 管口部止水：接着補強型止水工法

2017/12 Ａ 人孔蓋 S148-5 小口径φ200直接蓋 開閉不可 改築：蓋取替
2017/12 Ａ 人孔蓋 S148-10 小口径φ200直接蓋 開閉不可 改築：蓋取替

2025/1 Ａ 人孔蓋 156(S337) 1号マンホール 受枠破損 改築：蓋取替

令和6年度　須崎市公共下水道管渠運営業務　修繕推奨項目

 異状箇所

備　　考

異状の程度の判定基準

　　Ｓ ： 不具合を生じている、または生じる可能性が高く、早急に実施を要求するもの

　　Ａ ： 不具合の可能性があり、流下能力やマンホール機能に対する影響が大きく１年以内を目処に実施を要求するもの

　　Ｂ ： 流下能力やマンホール機能に対する影響があり、今後２～３年以内に実施を要求するもの

　　Ｃ ： 直ちに流下能力やマンホール機能に影響する可能性が低く、５年程度内に実施を要求するもの

年度 修繕完了月 対象箇所 推奨内容

令和3年度 2021/10 S357 1号マンホール 管口部止水：接着補強型止水工法

令和4年度 - - -

令和5年度 - - -
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5.2 雨水管渠 

雨水管渠の維持管理については、当面は主に市が重要な管渠として指定している重点路線の 

巡視・点検調査を優先的に行う（図 5.5 位置図の赤色路線）こととするが、その他管渠（暗渠の

み、図 5.5 位置図の青色路線）についても、巡視・点検を行う。 
 

表 5.7 点検・調査の重点路線 
排水区の名称 幹線、ポンプ施設の名称 

多ノ郷排水区 
西崎第 2 幹線 

終末処理場内ポンプ場の流入渠 

大間排水区 大間ポンプ場の流入渠 

山下排水区 山下幹線 

朝ヶ谷排水区 朝ヶ谷幹線 

須崎排水区 須崎ポンプ場の流入渠、放流渠 

須崎西部排水区 須崎西部ポンプ場の流入渠 

浜町排水区 浜町ポンプ場の流入渠 

 
マンホール点検の判定基準（下水道維持管理指針（実務編）2014 年版）を表 5.8 に示す。 
 

 表 5.8 マンホール点検及び調査における判定基準  

 

Aランク Bランク Cランク

路面状況
舗装版にｸﾗｯｸや欠けがあり、通
行に支障を来たす

段差が生じている、擦付けが悪く
水がたまる

蓋上部に水がたまる、道路との擦
付けが悪い

蓋違い，ガタツキ 開閉できない ガタツキがある ―

蓋の破損・劣化 蓋・受け枠にｸﾗｯｸや欠けがある ― ―

蓋の摩耗
表面がつるつるして通行に支障を
きたす(車歩道部の蓋溝高さ2mm
以下)

摩耗が大(車道部の蓋溝高さ:2～
3mm以下)

摩耗が小(車道部の蓋溝高さ:2～
3mm以上)

蓋裏の錆 ― 多量発錆 少量発錆

調整部 調整部状況
調整モルタル及びリングが破損・
欠落

調整リング及びリングのズレ
調整モルタル及びリングのずれ・
クラック

腐食 鉄筋露出 骨材露出 表面の荒れ

破損 欠落・陥没 全体に亀裂 軽微な破損（A・B以外）

クラック
全体がクラック（人孔全周、幅
5mm以上）

部分的にクラック（人孔半周、幅2
～5mm）

軽微なクラック（幅2mm未満）

隙間・ズレ 全体が脱却 一部が脱却 わずかの隙間・ズレ

浸入水 噴き出ている状態 流れている状態 にじんでいる状態

木根侵入 内径の50％以上 内径の10～50％ 内径の10％未満

腐食 鉄筋露出(表面pH：1程度) 骨材露出(表面pH：3未満)
表面の荒れ(表面pH：3以上5以
下)

破損 欠落（陥没） 全体に亀裂 軽微な破損（A・B以外）

クラック
全体がクラック（人孔全周、幅
5mm以上）

部分的にクラック（人孔半周、幅2
～5mm）

軽微なクラック（幅2mm未満）

隙間・ズレ 全体が脱却 一部が脱却 わずかの隙間・ズレ

本管突出・抜出し
100mm以上突出・抜出しがあり、
流下に支障をきたす

50mm以上突出・抜出しがあり、
流下に支障をきたす

50mm未満突出・抜出しがあり、
流下に支障をきたす

浸入水 噴き出ている状態 流れている状態 にじんでいる状態

木根侵入 内径の50％以上 内径の10～50％ 内径の10％未満

たるみ 内径の3/4以上 内径の1/2～3/4 内径の1/2未満

足掛金物 欠落している 鉄筋が細くなっている 錆の発生

ｲﾝﾊﾞｰﾄ インバートがない 部分的な破損 ―

その他 臭気 常に発生 使用ピーク中に発生 季節的に発生

油脂・ﾓﾙﾀﾙ･土
砂等の堆積状況

管径の1/3以上の付着 管径の1/3～1/10の付着 管径の1/10未満の付着

マ
ン
ホ
ー
ル

斜壁

直
壁

（
管
口
部
含
む

）

付帯物

流下状況

部位 異常項目
判定基準

蓋
及
び
路
面

路面

蓋
受枠
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図 5.5 全体位置図 
 
 
 
 
 
 
 
 

凡 例 

 事業計画区域 

供用開始済 

雨水管渠 

（ 開 渠 除

く) 

赤線 

(重要な管

渠) 

幹線管渠、ポ

ンプ場流入渠、

放流渠 

青線 
その他の管渠 

(暗渠) 

 

下水道事業計画一般平面図（雨水） 

：今回点検箇所 
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5.2.1 マンホール巡視実施状況（圧力マンホール以外） 

1) マンホール内目視確認業務 

当月の巡視・点検は、図 5.6 に示す路線のマンホールの巡視を実施し、実施数量は、表 5.9 
のとおりである。 

表 5.9 巡視・点検実施数量 

 

 
 

 
参考：国土地理院 電子国土 web 

図 5.6 対象マンホール位置（1） 
 
 
 

人孔 下流管渠 下流管渠 マンホール マンホール蓋
レコードID レコードID 延長(m) （箇所） （箇所）

1056 674 18-R50 須崎 重要な管渠 φ500 15.77 1 1

1055 673 18-R49 須崎 重要な管渠 φ1100 43.28 1 1

1054 672 18-R48 須崎 重要な管渠 φ1100 6.03 1 1

1126 904 23-R16 入船 重要な管渠 φ300 35.95 1 1
1125 902 23-R15 入船 重要な管渠 φ300 38.80 1 1

1123 901 23-R13 入船 重要な管渠 φ300 36.33 1 1

1122 900 23-R12 入船 重要な管渠 φ450 35.83 1 1

1130 884 27-R57 山下 重要な管渠 φ600 41.21 1 1

723 881 27-R53 山下 重要な管渠 φ600 14.80 1 1
268.00 9 9計

2025/2/7

実施日 人孔番号 排水区 管種・管径
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参考：国土地理院 電子国土 web 

図 5.7 対象マンホール位置（2） 
 
 
〇巡視結果 
以下に、巡視・点検の代表地点の写真を添付し、異状箇所について特記事項を記す。 

 
路面状況、マンホール蓋、受枠 

1055(18-R49)  多量発錆 1056(18-R50)  多量発錆 1126(23-R16) 受枠損傷 

 
  

1130(27-R57)多量発錆 723(27-R53)摩耗  
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足掛け金物 

1122(23-R12)欠落 1125(23-R15)欠落 1130(27-R57) 細い 

   

723(27-R53) 細い   

 

  

 
 

躯体 

1055(18-R49)  骨材露出 1056(18-R50)  鉄筋露出、クラック 1122(23-R12) 骨材露出、クラック 

  

1123(23-R13) 鉄筋露出 1123(23-R13) 骨材露出、クラック 1125(23-R15) 鉄筋露出 

   

1125(23-R15) 骨材露出、クラック 1126(23-R16) 鉄筋露出 1126(23-R16) 骨材露出 

   

1130(27-R57)骨材露出 723(27-R53) 鉄筋露出 723(27-R53) 骨材露出 

   












































